
 
 

 
 

◆技術委員会の処理方式評価結果を参考に、事業主
体としての独自の視点から、新ごみ焼却施設に相
応しい処理方式を選定した。 
 

 

 

 
 
◆技術委員会における検討の視点と確
認結果 

⇒排ガス基準 

（上乗せ規制と横出し規制） 

 
 
◆技術委員会における技術的施策 

 

⇒目標：設計点発電効率 20％以上の

達成  

 
 
◆公害防止基準と高効率発電を両立す
る処理フローの考え方 

 
⇒技術委員会での一連の検討結果を

総括(処理方式、公害防止基準、高

効率発電計画) 

 

 

 

 

 

 

豊中市伊丹市クリーンランド新ごみ焼却施設整備基本計画  概要版 

豊中市伊丹市クリーンランド新ごみ焼却施設整備基本計画 

市民 
意見 

【整備基本計画書の策定】 
安全・安心・安定稼動を確保しつつ、経済的・
効率的に豊中市・伊丹市における循環型社会
の構築に貢献できる「新ごみ焼却施設」を整
備するために必要な基本的事項を定めること
を目的。 

 

 

 

 

市民意見も参考に検討委員会での意見集約による敷地最終デザイ

ンイメージ図が示された。 
 

【新ごみ焼却施設整備での対応】 

 

最終イメージ図の具体化に向けた対応を計画。 

 施設配置計画・動線計画
・(仮称)リサイクルセンターとの連携 
・安全かつ円滑な車両動線計画 
・敷地外への車両渋滞を防止 
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◆環境学習・啓発機能は（仮称）リサイクルセ

ンターに集約。 

 
 

◆市民意見も参考に検討委
員会での省エネルギー計
画に関しての意見集約と
検討結果が示された。 

なお、環境教育重視型につ
いては（仮称）リサイクル
センターに設置・集約す
る。 

 
◆新ごみ焼却施設整備の基礎となる全

体計画内容を整理。 
 
・計画概要について 
・計画主要目について 
・設計施工の範囲や関係法令について

 
◆整備基本方針を高いレベルでの具体化が期待できる事業者選定方式と性能確保の
確実性が高い発注方式を検討し、これに対応する事業スケジュールを計画。 

 

・事業者選定方式は  ⇒総合評価型一般競争入札  

・発注方式は     ⇒設計・施工付一括発注方式 

【選定の理由】 
 

①技術委員会での評価結果 
 

②豊中市、伊丹市、クリーンランド
における廃棄物行政との整合 
 

③豊中市、伊丹市の地球温暖化防止
に向けた政策との整合 
 

④財政負担の軽減と平準化への 
対応 
 

⑤近隣住民との信頼関係 

整備基本方針を評価の視点とした技術委員会での処理方式評価結果 

第１章 目的と概要 

現在のごみ焼却施設は稼動後 

34 年が経過し老朽化が進行 

新ごみ焼却施設整備基本計画 
検討委員会 報告書 

新ごみ焼却施設整備基本計画 
技術委員会 報告書 

   
◆新ごみ焼却施設の計画、設計、建設、 
運営に関しての方向性を示す方針と 
して検討委員会で取りまとめた方針。 

第２章 整備基本方針 

・環境に配慮した施設 
・安全で安心な市民に愛され貢献する施設 
・経済性に優れた施設 

新ごみ焼却施設整備 

基本理念：「森の中の再生工場」 

第３章 施設配置計画等 第５章 敷地デザイン（景観・緑化）計画

①施設の機能について実感を伴える見学機
能。 

 
②(仮称)リサイクルセンターとの連携・一体

的な見学ルートの構築。 
 
③連続性に配慮した見学プログラム。 
 
④施設の規模（大きさ・高さ）が実感でき
る設備。 

 
⑤作業動線と見学者動線の分離。 

第４章 環境学習・啓発機能

第８章 公害防止基準 

環境学習・啓発機能のコンセプト  
見学学習機能の充実 

第６章 省エネルギー計画 

第７章 新ごみ焼却施設の処理方式 

第１１章 施設全体計画 第１２章 事業スケジュール 

第９章 高効率発電計画 第１０章 新ごみ焼却施設の処理フロー

処理方式は「ストーカ方式」 

1.排ガス基準 
（上乗せ規制と横出し規制 
により厳しく設定） 

 
2.焼却残渣に係る基準 
 
3.騒音･振動に係る基準 
 
4.悪臭に係る基準 
 
5.排水基準 

1.熱回収効率の向上 
 ①低温エコノマイザー 
②低空比気燃焼 

 
2.蒸気の効率的利用 
 ③低温型脱硝触媒 
 
3.蒸気タービンシステムの 
効率向上 
④高温高圧ボイラ 
⑤抽気復水タービン 等 

1.公害防止基準値の担保 
 
2.高効率発電（20％以上）の担保
 
3.大阪府下の焼却施設での採用
実績 

【新ごみ焼却施設整備での対応】 
 
①省エネルギー重視型   ：導入 
 

②環境教育重視型     ： －  
 

③景観との相乗効果重視型：導入 
 

④身近な取組み（設備） ：導入 
 

⑤身近な取組み（姿勢） ：継続 

一体的に計画 

処理方式
ストーカ＋
灰溶融方式

ストーカ方式
シャフト式

ガス化溶融方式
流動床式

ガス化溶融方式

評価点 98.02 126.49 103.94 92.10

（相対評価） （77.4） （100） （82.1） （72.8）

順　位 3 1 2 4


